長建協発第７号
平成２０年４月２日
各　支　部　長　様
社団法人　長崎県建設業協会　　　　
会　　長　谷村隆三　　　　
「過重労働による健康障害防止のための総合対策について」の

一部改正について

　かねてより、本会業務の円滑な運営等につきましては、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　さて、長時間にわたる過重な労働は、疲労の蓄積をもたらす最も重要な要因と考えられ、さらには、脳・心臓疾患の発症との関連性が強いという医学的知見が得られております。働くことにより労働者が健康を損なうようなことはあってはならないものであり、この医学的知見を踏まえますと、労働者が疲労を回復することができないような長時間にわたる過重労働を排除していくとともに、労働者に疲労の蓄積を生じさせないようにするため、労働者の健康管理に係る措置を適切に実施することが重要であります。
　同対策は、平成１８年４月５日付け長建協発第１号にてお知らせしておりましたが、厚生労働省におきまして、平成２０年４月１日から、常時５０人未満の労働者を使用する事業場においても、長時間にわたる時間外・休日労働を行った労働者に対する面接指導の実施が義務づけられること等から、労働安全衛生法等の一部改正が行われたところであります。
　つきましては、標記総合対策の改正について全建を通じ同省労働基準局長より別添のとおり周知・指導依頼がまいっておりますので、貴支部会員へ周知・ご指導方よろしくお願い申し上げます。
